
山
工
ば
t
施
,

新
島
襄
の
言
葉本

井
康
博
(
同
志
社
社
史
資
料
室
)

「
深
山
大
沢
生
龍
蛇
」

「
深
山
大
沢
、
龍
蛇
を
生
ず
し
。
中
国
古
典
『
春
秋
左
氏
伝
の

裳
公
一
十
一
年
」
の
一
節
、
「
深
山
大
沢
、
実
生
龍
蛇
に
基
づ

新
島
晩
年
の
愛
唱
句
(
『
新
島
峯
集
 
N
 
五
頁
)

く
龍
蛇
」
と
は
大
人
物
を
指
す
。

新
島
稔
め
た
募
金
趣
意
書
に
は
計
画
中
の
大
学
を
「
深
山

大
沢
に
し
、
「
器
量
ノ
太
ト
キ
、
志
操
ノ
一
局
キ
、
目
的
ノ
大
ナ
ル

人
物
ヲ
養
成
」
し
た
い
、
と
あ
る
(
同
前
1
、
一
四
八
頁
)
。
こ
の

人
物
が
、
十
力
月
後
の
遺
口
中
の
「
例
似
不
狐
な
る
書
生
で

あ
るか

っ
て
同
志
社
在
学
中
は
そ
の
典
型
で
あ
っ
た
駕
界
緜
に
対

し
て
新
島
は
、
「
同
志
社
合
匪
洙
山
大
沢
二
な
し
度
候
」
と
心
中

の
想
い
を
打
ち
明
け
る
(
同
前
N
 
一
六
五
頁
)
。

新
島
は
学
生
を
型
に
恢
め
る
の
を
嫌
っ
た
。
規
則
は
で
き
る
だ

け
法
章
」
で
す
ま
せ
、
「
小
魚
」
も
「
大
魚
」
も
自
在
に
泳
け

る
「
深
山
大
沢
」
を
理
想
と
し
た
(
同
前
Ⅳ
、
三
0
四
頁
、
一
●

六
頁
)彼

は
五
年
生
の
古
賀
鶴
盗
に
も
、
深
山
大
沢
」
か
ら
「
将
来

龍
蛇
と
な
り
一
交
峰
之
上
迄
も
達
せ
ん
事
を
期
し
賜
へ
」
と
富
士

山
と
龍
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
激
励
す
る
(
同
前
N
 
二
三
三
頁
)

(
写
真
は
新
島
遺
品
庫
資
料
「
下
四
二
二
番
L
)

'串


